コメ作りは育土と水から農業講演会in高島
次第

日　時：令和７年１１月２９日（土）１８：００～２０：００
場　所：安曇川公民館　ふじのきホール　　　　　


１．基調講演Ⅰ（１８：０５～）
登壇者：網本　朝香氏（アミモト技研株式会社）
　　　　　京都市左京区生まれ。夫が非農家から水稲で新規就農をするため、２０代で埼玉に移住。現在５０歳。
「土」・「稲」が本来の力を発揮し、「人」がその力に添って農作業をする事で、有機稲作でも「草取り労力を減らす」「慣行栽培の９割の収穫量」を目指す。慣行栽培／減農薬、自然栽培にも応用し、人も社会も、環境や生態系も、持続可能な技術として、土壌診断も活用しながら実践型で提供、埼玉のみならず、全国で講演、講習、企画をしている。


２．近江米新品種「きらみずき」の紹介（１８：５５～）
登壇者：滋賀県　高島農業農村振興事務所　農産普及課


　３．基調講演Ⅱ（１９：１０～）
登壇者：DAS・LAB　byトヨタ・コニック株式会社
　　　　　トヨタ自動車(株)と(株)電通グループのメンバーが中心となり、滋賀県内を活動拠点に「データ、アート＆サイエンス」を活用した地域創生の取り組みを、約３年間にわたり実施。令和７年４月から高島市マキノ町の在原地区で最新のテクノロジーとデータを活用した“信じられるコメ作り”に取り組みながら、次世代農業の在り方を構想している。


　４．閉会挨拶
　　　　登壇者：高島市長　今城　克啓

